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平成 7年よりスタートした「愛のドリーム募金」は、公益法人事業の社会貢献活動の基本柱として地方協会毎の活動
が定着している中、更に「愛のドリーム募金」の拡充と活動の周知をはかるため、毎年、生命保険の日（1月31日）
に併せて「愛のドリーム募金」贈呈式を全国地方協会にて一斉に挙行していく活動を取り入れました。
初回となった昨年度は、愛のドリーム募金創設 25 事業年目を迎えるにあたり、「愛のドリーム募金創設 25 周年記念
“1月 31 日生命保険の日”全国一斉贈呈式」と題し、全 54 地方協会が一丸となって、「未来ある子どもたち」の
ために活用いただくため、各都道府県社会福祉協議会へ寄付金を贈呈し支援を行いました！
本来であれば 2020 年静岡年次大会会場にて活動報告予定でしたが、急遽中止（延期含む）となりましたため、
皆様にこの誌面を通し各ブロックごとに活動報告を紹介させていただきます。

全国から喜びの声が届いています！

愛 のドリーム募金 
創設25周年記念

１月３１日生命保険の日
全国一斉贈呈式 活動報告

「未来ある子どもたち」のために、全54地方協会が一丸となり一斉贈呈いたしました！！

累計総額　5億4,715万8,431円
令和2年度募金現在額は4 万2,633円です （令和 2年 6月30日現在）

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　石井　清司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

今年度以降も、毎年“1月31日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を継続してまいります！

東海北陸ブロック

岐
阜
県
協
会

富
山
県
協
会

三
重
県
協
会

静
岡
県
協
会

石
川
県
協
会

愛
知
県
協
会

福
井
県
協
会



技能検定

お金に関する正しい知識を身につけ
人生100年時代に備えましょう

ファイナンシャル・プランニング

国 家
試 験

日

日

2020年 2020年  7月6日（月）～7月28日（火）　

11月10日（火）～12月1日（火）　1月24日
9月13日

2020年  

受検申請受付期間2020年度試験日程

2021年

検定センター   
厚生労働大臣指定試験機関

https://www.kinzai.or.jp/
  

https://kentei.kinzai.or.jp/mobile
● スマートフォンからも受検申請ができます。 

● 詳細は、一般社団法人金融財政事情研究会のホームページをご覧ください。インターネットで受検申請ができます。

TEL 03-4334-1263

毎月月初にコンテンツ・毎週月曜日に「セールスに
役立つ記事」が追加更新されていきます。

ホーム画面をスマホに
お気に入り登録すれば

さらに便利！
JAIFA学習帖

 「JAIFA学習帖」充実のコンテンツ（内容）紹介

毎月月初にコンテンツが  
追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �

8 月追加予定：【個人への提案】学びなおし！
相続の知識（税法編）

● �リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用
のリーフレットです）
8 月追加予定：個人 No.01 ライフプラン
ニングの一般的な考え方の流れ

● �“映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。
実践に使えるヒントが盛り沢山です）
8月追加予定：【法人】リスクマネジメント

映像で学ぶ生命保険提案
相続、法人・個人への生命保険の提案を
学べるツールです。
学習できる主な項目
●相続の基礎
●法人の基礎
●法人への提案
●個人への提案

定期保険・第三分野保険の  
保険料経理処理の改正について
2019年6月の法人税基本通達の改正について解説しています。
学習できる主な項目
●解約返戻率の区分ごとの経理処理の具体的取扱いを事例を使って
図表でわかりやすく解説しています
・経理処理の基本ルール（令和元年7月 8日以降）
・最高解約返戻率50％以下および50％超 85％以下
・最高解約返戻率85％超
●元大手生命保険会社勤務の税理士が通達改
正についての解説をしています

※注意
「JAIFA学習帖」のコンテンツは、知識習得を目的としていますので、生命保険の募集等には一切使用できません。

まだご登録いただいていない会員は、
今すぐご登録ください。

JAIFA学習帖

過去の記事も
こちらから見られます。

生保セールスに役立つ記事
保険・金融業界や税務、社会保障制度などについての
旬な情報を、税理士や社会保険労務士などの士業や
FP、各界のジャーナリストなど専門家が執筆してい
ます。原則、毎週月曜日に掲載します。
●お客様訪問時の話題に
●ニーズを訴求する時に
●朝礼のネタに

あなたの会費で
制作しております



白水性一
昭11・20・29・38・47・56・平2・11

黒土性二
昭10・19・28・37・46・55・平元・平10

碧木性三
昭18・27・36・45・54・63・平9

緑木性四
昭17・26・35・44・53・62・平8

黄土性五
昭16・25・34・43・52・61・平7

白金性六
昭15・24・33・42・51・60・平6

赤金性七
昭14・23・32・41・50・59・平5

白土性八
昭13・22・31・40・49・58・平4

紫火性九
昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の
運勢

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

マダム晶子の九性気学で

今日から開運
自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれた
ときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ年ごと
により違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影響を与え
る本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

年頭から祈ってきた事の願いが叶う月で
す。今月はあらゆるビジネスの整理整頓
をしましょう。顧客や心に残っている様々
な案件をしっかりファイリングしてね。ビ
ジネス運は千客万来です。遠方から良い
噂を聞いて紹介が出る月。金銭運は財布
の紐が緩みがち。社交運は人気上昇中。
酵素入り食事や果物を。

開運★西北吉方位～レジャーの場所で交流を。
（新しい出会いや思いがけない仕事になる）

運勢階段の最上階で過ごす今月は謙虚
な心で過ごすことが求められます。先月
までの努力が活きているので、自分の内面
の強化をはかりながらしっかりと足許を
固める1ヵ月です。ビジネス運は振る舞い
言動には充分注意しましょう。金銭運は
ビジネス運が最高、社交運もモテモテ。
免疫力アップに糠漬けを。

開運★東吉方位～営業活動をここで。
（ビジネス展開が新しく変わる）

勢いが出てきました。あなたが動くこと
で力が倍増する時です。動いて、動い
て夏の陽の力でエネルギーを発動しま
しょう。ビジネス運は親類知人はもとよ
り、旧知の方やなつかしい友にも会いま
しょう。そこからチャンスが生まれ出る時
です。金銭運は凄く恵まれます。無駄遣
いをしないように。社交運は現状維持。
良質のタンパク質を沢山取ってね。
開運★東吉方位～ここで活動を。
（良い情報と知人との再会あり）

気分は早々と夏休みモードです。今月は
なかなか、お仕事モードには切り替われ
ないようです。闘い済んで日が暮れての
感じかもしれませんが、無駄に過ごして
いると来月に響きます。ビジネス運は毎日
東南のエネルギーを身に浴びて活動しま
しょう。金銭運は良くありません。社交
運も良くないですから一人が一番で頑張り
ましょう。おそばやそうめんにツキあり。
開運★東南吉方位～営業活動はここしかない。
（夏休み返上で良い出会いと紹介が来る）

変化厳禁の 1ヵ月。運気は現状維持を
守り余計なことをしないように過ごすこと
が求められています。ビジネス運は顧客
の見直しや相続問題のデータを整理整頓
して、すぐにお役に立てるように準備を
しましょう。金銭運は良くありませんの
で大きい買い物は控えてね。社交運は
親戚縁者との交流を。野菜やお漬物で
免疫力をアップしましょう。
開運★北吉方位～商談飲食はこの場所で。
（食事やお茶の時間が契約に結びやすい）

離合集散の運気に包まれて何かとザワザワ
とした今月です。周囲からは良い事も悪い
事も良く目立ちます。隠しておきたいこと
や秘密の案件は発覚の可能性があるの
で要注意です。ビジネス運は今までのあ
なたの努力は認められ、他のことでも賞
の対象に推薦されます。金銭運、社交
運は共に復活。タンパク源で体力を増進
してね。
開運★東南吉方位～是非商談はここで。
（周囲が助けてくれる、情が活きる場所）

運勢階段の一番下で過ごす今月は気力
体力が底をついております。今月は自分
の心身を労り、次のステップへの準備期間
にしましょう。ビジネス運は早めに休暇
を取り、環境を変えて。身体のリラックス
と体力温存に備えて免疫力を付けるため
に、大地の陽の気の食事やビタミンの補給
をしましょう。金銭運は良くありません。
社交運は現状維持が望ましいです。
開運★東南大吉方位～夏休みは遠方へ旅行を。
（金運、紹介、千客万来を呼び込む）

待ち遠しかった盛運の時ですが、今月は
頑張る要素はありません。ひたすら夏の
陽の気を浴び遠方へ開運旅行をしながら、
今月は後半の運気のための心づもりや、
ビジネスへのステップアップになるよう
に準備をすること。ビジネス運は奉仕の
心で周囲に尽くして。金銭運は出費が多
い時。社交運は良くないです。塩麹を振
りかけ、野菜を沢山食べて免疫力アップ。
開運★北吉方位～仲間との会食を伴った活動
をここで。（食事が縁を結び成果が上がる）

発展の機運にようやく乗りましたが、慎重
に進みましょう。今月はあなた自身が少々
欲張りになっているので、冷静に過ごし
てね。気持ちとは裏腹に物事がギクシャク
して思うようにいかず、つい勇み足になり
そう。ビジネス運は慌てないこと。金銭運
はマイナスの出銭が多いので注意。社交
運は良くないです。朝は軽く果物で酵素
を一杯取りましょう。
開運★西北大吉方位～夏休みは西北へ泊まり
がけで。（欲しいものが早く見つかる）

2020 年 8月節

8.7▶9.6



「Present」の語源には
「現代・今」という意味があります。

一人ひとりの大切な今日に
感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

生命保険の知識の向上と一般消費者の
利益保護を図り、国民生活を守るため、
公正・適正な業務の運営を目的とした
生命保険募集人の公益団体であり、
生命保険ファイナンシャルアドバイザー
として活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に
広報誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314

E-mail info@jaifa.or.jp

※ 2020 年の Present は、地球環境の保全保護を
考慮し、大豆油から作られたソイインクと適
切に管理された森林から出された FSC の製品
を使用しています。

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

CON T E N T S

 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02 新企画　特集  
第 1 回　ニッポンの伝統文化

 ビジネスマンの教養？  
歌舞伎を観に行こう！

06 第 5 回　2020 年に変わること
 個人情報保護法

08 第 64 回　ゼロから学ぶ税金講座
 孫に厳しい相続税

10 第 212 回　ありがとう生命保険   
～中学生作文コンクール入賞作品より～

  「想いの形」
 愛知県 刈谷市立朝日中学校　3 学年　高橋 聡一

12 第 41 回　社会保険 Q&A
 長く働いても増えない自営業者の年金

13 第 101 回　桐生純子の愛され力   
コミュニケーション術

  【素敵な人になるヒント】 
～人との上手な距離のとり方～

14 第 109 回　心のかけはし
 情報を制する者は生命保険営業を制す 

信頼される営業職員を目指し 
研鑽に努めるのみです

18 第 113 回　思わず伝えたくなる！   
お金にまつわるエトセトラ

  「75 歳繰下げ受給」で年金額はどうなる？

19 第 32 回　想いをつなぐ
 熊本県社会福祉協議会へ 

愛のドリーム募金を贈呈

20 第 31 回　JAIFA VOICE
 介護福祉施設の清掃ボランティアで 

良い汗を流しました！

 インフォメーション
 新型コロナウイルス需要喚起事業 

GoTo キャンペーンを活用する！？

＊ 新型コロナウイルス感染症予防のために ＊
新型コロナウイルス感染症のリスクの要因の一つである「換気の悪い密閉空間」を

 改善するための換気や、熱中症予防を両立するためのこまめな水分補給で健康管理にも留意しましょう！

01 2020  |  August



ニッポンの
伝統文化

新企画
特集

第 　 回
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と
で
大
人
気

と
な
り
ま
し
た
。こ
の
奇
抜
な
物
を
意
味
す
る「
傾

き
」
が
、
歌
舞
伎
の
語
源
で
す
。
武
士
や
貴
族
ま

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
教
養
？

 

歌
舞
伎
を
観
に
行
こ
う
！

日
本
に
は
数
多
く
の
魅
力
あ
る
伝
統
文
化
が
存
在
し
、
海
外
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
６
回
に
わ
た
り
、
新
た
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
「
ニ
ッ
ポ
ン
の
伝
統
文
化
」
を
特
集
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
回
目
の
「
歌
舞
伎
」
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
が
結
集
さ
れ
た
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ン
メ
ン
ト
。

今
後
も
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
教
養
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
、

歌
舞
伎
に
親
し
ん
で
お
く
こ
と
は
必
須
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
歴
史
や
楽
し
く
観
劇
す
る
方
法
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1

02



ニッポンの
伝統文化

新企画
特集

で
も
が
歌
舞
伎
に
熱
狂
し
た
た
め
、
風
俗
が
乱
れ

る
と
い
う
理
由
か
ら
、
や
が
て
、
女
性
に
よ
る
歌

舞
伎
は
禁
止
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
歌
舞
伎
が
男

性
の
役
者
だ
け
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
の
に
は
こ
ん

な
歴
史
が
あ
っ
た
の
で
す
。

歌
舞
伎
は
一
流
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に

必
須
⁉

昨
今
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ど
ん
ど
ん
加
速
し

て
い
て
、
大
企
業
の
み
な
ら
ず
、
中
小
や
個
人
経

営
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
も
、
海
外
の
お
客
さ
ま

と
取
引
す
る
機
会
も
増
し
て
い
ま
す
。
も
し
、
教

養
あ
る
外
国
人
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
ア
テ
ン
ド

を
す
る
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、「
相
撲
」「
寿
司
」

な
ど
と
と
も
に
、「
歌
舞
伎
見
物
」
を
リ
ク
エ
ス

ト
さ
れ
る
可
能
性
は
大
で
す
。多
く
の
外
国
人
は
、

日
本
文
化
の
象
徴
と
し
て
歌
舞
伎
に
触
れ
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
。

日
頃
か
ら
歌
舞
伎
に
親
し
ん
で
お
け
ば
、
ス

マ
ー
ト
な
案
内
に
加
え
、
文
化
的
な
背
景
な
ど
も

さ
り
げ
な
く
説
明
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
質
も
上
が
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
機
会
は
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
歌
舞
伎
に
触
れ
て
い
く
中

で
、
幅
広
い
文
化
の
教
養
が
身
に
付
き
ま
す
。
お

客
さ
ま
や
同
僚
な
ど
と
の
会
話
に
も
広
が
り
が
生

ま
れ
、
仕
事
面
で
の
評
価
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

歌
舞
伎
は
、
気
張
ら
ず
「
日
本
文
化
」
を
学
ぶ

の
に
最
適
な
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ン
メ
ン
ト
。
自
国
の

文
化
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
で
、
国
際
的
な
仕
事

の
場
な
ど
で
自
信
を
も
っ
て
振
る
舞
え
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。
一
流
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の

教
養
と
し
て
、歌
舞
伎
は
必
須
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

歌
舞
伎
デ
ビ
ュ
ー
す
る
前
に
！�

�

歌
舞
伎
マ
メ
知
識

●

歌
舞
伎
独
特
の
３
色
幕
は
？

「
定じ

ょ
う

式し
き

幕ま
く

」
と
い
い
、
江
戸
時
代
は
、
幕
府
か

ら
許
可
を
得
た
芝
居
小
屋
だ
け
に
許
さ
れ
て
い
た

大
変
名
誉
の
あ
る
引
幕
で
す
。
た
と
え
ば
、
歌
舞

伎
座
の
定
式
幕
は
、
左
か
ら
黒
・
柿
色
・
萌も
え

葱ぎ

（
濃

い
緑
）
の
３
色
。
こ
の
「
定
式
」
に
は
、
い
つ
も

使
う
も
の
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
誰
も
が
「
歌
舞

伎
」
を
連
想
で
き
る
ほ
ど
、
歌
舞
伎
の
シ
ン
ボ
ル

に
な
っ
て
い
ま
す
。

舞
台
の
幕
と
い
え
ば
、
世
界
中
、
上
下
に
開
閉

す
る
緞ど
ん

帳ち
ょ
う

が
一
般
的
で
す
が
、
人
力
で
横
に
引
か

れ
る
引
幕
は
日
本
の
歌
舞
伎
独
特
の
も
の
。
拍
子

木
の
音
に
合
わ
せ
、
舞
台
下
手
か
ら
上
手
に
ゆ
っ

く
り
と
定
式
幕
が
引
か
れ
て
い
く
と
、
ま
る
で
絵

巻
物
を
ひ
も
と
く
よ
う
な
高
揚
感
に
駆
ら
れ
ま

す
。

●

客
席
の
中
に
あ
る�

�

長
い
廊
下
み
た
い
な
も
の
は
？

「
花
道
」
と
呼
ば
れ
る
通
路
で
、
舞
台
方
向
左

側
か
ら
客
席
を
ま
っ
す
ぐ
に
貫
い
て
い
ま
す
。
屋

内
の
場
面
で
は
廊
下
な
ど
に
、
屋
外
の
場
面
で
は

道
や
川
に
見
立
て
ら
れ
る
な
ど
、
芝
居
に
合
わ
せ

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
変
化
し
ま
す
。

花
道
で
立
ち
止
ま
っ
た
役
者
が
、
見み

得え

を
き
っ

た
り
、
動
き
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、
演
技
の
大

き
な
見
せ
場
に
な
り
ま
す
。
花
道
近
く
の
席
で

は
、
役
者
の
表
情
や
色
鮮
や
か
な
衣
装
が
間
近
に

観
ら
れ
、
そ
の
迫
力
や
美
し
さ
に
釘
づ
け
に
な
る

で
し
ょ
う
。
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●

芝
居
中
に
聞
こ
え
る�

�

○
○
屋
の
掛
け
声
は
？

「
成
田
屋
！
」「
音
羽
屋
！
」。
役
者
の
登
場
時

や
、
名
ゼ
リ
フ
・
見
得
が
決
ま
っ
た
瞬
間
な
ど
に
、

２
、３
階
席
後
方
あ
た
り
か
ら
掛
け
声
が
聞
こ
え

ま
す
。
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
声
を
掛
け
て
い
る

の
は
、「
大お
お

向む

こ
う
」
と
呼
ば
れ
る
歌
舞
伎
を
知

り
尽
く
し
た
プ
ロ
の
盛
り
上
げ
役
た
ち
で
す
。

自
分
も
つ
い
真
似
し
て
み
た
く
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
掛
け
声
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
は
暗
黙
の

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
自
由
と
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
芝
居
の
雰
囲
気
を
壊
し
て
し
ま
っ
て
は
大
変

で
す
。
作
品
を
よ
く
理
解
し
、
ど
こ
で
声
を
掛
け

れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
っ
て
か
ら
の
ほ
う
が
無
難
。

ま
ず
は
、
大
向
こ
う
の
掛
け
声
そ
の
も
の
を
味
わ

い
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

い
ざ
劇
場
へ
！�

�
観
劇
当
日
の
楽
し
み
方

歌
舞
伎
に
は
「
こ
う
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
い
う
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
好
き
な
役
者
を

目
で
追
っ
た
り
、
豪
華
な
衣
裳
・
し
っ
と
り
と
し

た
和
楽
器
の
音
色
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
自
分
な
り

の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
馴
れ

な
い
う
ち
は
、「
筋
書
」
と
「
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
」

の
２
つ
を
揃
え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

●

筋
書

劇
場
に
着
い
た
ら
、
ま
ず
「
筋
書
」
と
呼
ば
れ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
買
っ
て
、
芝
居
の
あ
ら
す
じ
を

読
ん
で
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ス
ト
ー

リ
ー
を
追
う
の
に
必
死
だ
と
、
役
者
の
表
情
や
動

き
、
衣
装
・
音
楽
の
美
し
さ
に
ま
で
気
が
い
か
な

い
も
の
で
す
。

好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ブ
に
行
く
前
に

は
、
ア
ル
バ
ム
を
聴
き
、
曲
の
予
習
し
て
い
く
人

も
多
い
で
し
ょ
う
。
歌
舞
伎
も
同
じ
で
、
ざ
っ
く

り
と
し
た
あ
ら
す
じ
を
知
っ
て
お
く
と
、
場
面
も

理
解
し
や
す
く
な
り
、
舞
台
の
細
か
な
部
分
に
ま

で
目
が
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●

イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド

主
な
公
演
で
は
、「
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
」
の
貸

し
出
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド

は
、
演
目
や
登
場
人
物
、
場
面
状
況
な
ど
の
解
説

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
小
型
ラ
ジ
オ
風
の
も
の
。

歌
舞
伎
の
セ
リ
フ
は
、
基
本
的
に
江
戸
時
代
の

言
葉
で
す
が
、
こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
、
意
味
が
わ
か

ら
ず
に
退
屈
す
る
こ
と
な
ど
は
な
く
な
り
ま
す
。

歌
舞
伎
初
心
者
な
ら
マ
ス
ト
の
品
で
す
か
ら
、
劇

場
に
着
い
た
ら
真
っ
先
に
借
り
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
副
音
声
を
聞
き
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
観
る
よ
う

定式幕

大臣柱
黒御簾

床

揚幕迫り 回り舞台

すっぽん

●床…義太夫（歌舞伎の演目の一つ）の演奏場所
●揚幕…花道、上手、下手の出入り口に掛ける幕
●回り舞台…舞台中央の円形部分が回転し、演出上の舞台効果を生む
●迫り…舞台中央にある切穴。役者等を床にのせ奈落からせりあがってくる

●大臣柱…床の左端にある柱と黒御簾の右端にある柱
●黒御簾…演出を高めるため音楽を演奏する場所
●すっぽん…本花道の七三の所にある切穴。妖怪や幽霊
　　　　　　等人間以外の役の出入りに使われる

本花道
仮花道

だいじんばしら

くろ　み　す あげまく
せ

下
手

し
も 

て

（
向
か
っ
て
左
側
）

上
手

か
み 

て

（
向
か
っ
て
右
側
）

■歌舞伎の舞台
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な
感
覚
で
芝
居
が
楽
し
め
、
歌
舞
伎
が
グ
ッ
と
身

近
に
な
り
ま
す
。

●

幕ま
く

間あ
い

の
グ
ル
メ
も
楽
し
み
に
？

ま
た
、
歌
舞
伎
の
公
演
は
長
丁
場
。
幕
間
に
食

べ
る
お
い
し
い
お
弁
当
や
お
や
つ
は
、
観
劇
時
の

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
中
で
も
、
劇
場
ご
と
の

名
物
弁
当
や
和
ス
イ
ー
ツ
な
ど
は
大
人
気
で
、
長

い
行
列
が
で
き
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
開
演
前
に

あ
ら
か
じ
め
劇
場
内
の
飲
食
店
や
売
店
を
下
見
し

て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

幕
間
の
休
憩
は
、
２
回
程
度
で
、
１
回
に
つ
き

30
分
ほ
ど
で
す
。
休
憩
直
後
に
は
女
性
用
の
化
粧

室
は
特
に
混
み
合
い
ま
す
か
ら
、「
並
ん
で
い
た

ら
、
お
弁
当
を
食
べ
る
時
間
が
な
く
な
っ
た
」
な

ん
て
こ
と
も
あ
り
が
ち
で
す
。
幕
間
時
間
の
使
い

方
の
段
取
り
も
、
劇
場
グ
ル
メ
を
堪
能
す
る
た
め

の
コ
ツ
で
す
。

＊
　
＊
　
＊

歌
舞
伎
は
、
娯
楽
と
し
て
、
教
養
と
し
て
、
だ

れ
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
レ
ジ
ャ
ー
で
す
。
知
れ

ば
知
る
ほ
ど
、
そ
の
魅
力
と
面
白
さ
に
ハ
マ
る
で

し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
各
劇
場
の
サ
イ
ト
で
公
演
の

チ
ェ
ッ
ク
を
！　

ぜ
ひ
、
歌
舞
伎
デ
ビ
ュ
ー
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

「カラオケの十八番（おはこ）」など、得意なレパートリーをさす「十八番」という言葉。これは、七
代目市川團

だん

十
じゅう

郎
ろう

によって定められた「歌舞伎十八番」に由来します。初代から 4代目までの團十郎
が初めて演じ、しかも得意としていた市川家の 18演目のお家芸で、これらの台本を箱に封印し大切
に保管したことから、「おはこ」とも言われるようになったとか（諸説あり）。
また、イケメンを意味する「二枚目」も歌舞伎から生まれたことばです。劇場に役者名を書いた看板
を飾る際、顔を白くぬった色男役の役者の看板を二枚目に飾ったことにはじまります。ほかにも「大
詰め」「正念場」など、歌舞伎由来のことばが、今でもたくさん使われています。別世界のものと思っ
ていた歌舞伎がちょっと身近になったのでは？

そうだったの？ 歌舞伎から生まれたことば

劇場 所在地 創立年 特徴

歌舞伎座 東京 1889年 年間を通し歌舞伎公演を行っているのはここだけ。歌舞伎の殿堂。

新橋演舞場 東京 1925年 花形歌舞伎・スーパー歌舞伎など多彩な歌舞伎公演が行われる。

国立劇場 東京 1966年 歌舞伎だけでなく、文楽などさまざまな伝統芸能公演が開催されている。

御園座 名古屋 1896年 歌舞伎公演は主に春と秋の 2回。10月「吉例顔見世」はファンも多く有名。

南座 京都 1615〜 24年 年末「吉例顔見世興行」は冬の京都の風物詩。歌舞伎発祥の地で生まれ、長い歴史
を誇る劇場。

大阪松竹座 大阪 1923年 歌舞伎公演は年に 3〜 5ヵ月ほど行われる。関西初のネオ・ルネッサンス様式の
西洋劇場。

博多座 福岡 1999年 歌舞伎公演は年に 2ヵ月ほど行われる。福岡空港から近く日帰り観劇も可能。

■歌舞伎が上演される主な劇場
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業
や
小
規
模
事
業

者
は
法
律
の
適
用

外
で
し
た
が
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
や
事
業
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と

い
っ
た
環
境
の
変

化
を
ふ
ま
え
て
、

中
小
企
業
の
み
な

ら
ず
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
組
合
、
自

治
会
、
同
窓
会
と

い
っ
た
非
営
利
組

織
も
含
め
た
す
べ

て
の
事
業
者
が
法

律
の
対
象
と
な
る

「
改
正
個
人
情
報
保
護
法
」
が
２
０
１
７
年
よ

り
全
面
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
行
法
で
は
国
際
動
向
、
通
信
技
術
の

革
新
、
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
を
ふ
ま
え
て
３

年
ご
と
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年

は
２
０
１
７
年
の
全
面
施
行
か
ら
ち
ょ
う
ど
３
年

目
。
有
識
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
公
募
に
よ
り
見

３
年
で
大
き
く
変
わ
っ
た 

 

個
人
情
報
情
勢

「
個
人
情
報
の
有
用
性
に
配
慮
し
な
が
ら
個

人
の
権
利
・
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
」
を
目
的

と
し
て
、
２
０
０
３
年
に
成
立
し
た
「
個
人
情

報
保
護
法
（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
）」。（
図
表
１
）
当
初
の
規
定
で
は
中
小
企

直
さ
れ
た
新
た
な「
改
正
個
人
情
報
保
護
法
」が
、

今
年
６
月
５
日
に
国
会
で
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
内
容
は
、
個
人
の
権
利
、
事
業

者
の
責
務
、
事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
取
り
組

み
の
推
進
、
デ
ー
タ
活
用
の
た
め
の
施
策
、
違

反
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
、
法
の
域
外
適
用
と
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
全
て
は
取
り
上
げ
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
個
人
情
報
は
誰
も
が
関
わ
る
も

の
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
大
き
く
影
響
す
る
要

素
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

事
件
や
ト
ラ
ブ
ル
を
ふ
ま
え
て 

 

責
任
は
よ
り
重
大
に

新
た
な
改
正
法
の
ま
ず
注
目
す
べ
き
点
は
、

取
得
し
た
個
人
情
報
の
利
用
に
関
す
る
条
文
の

新
設
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
事
業
者
に
は
個
人
情

報
の
「
適
正
な
取
得
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、「
適
正
な
利
用
」
に
つ
い
て
は
明
確
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
改
正
法
で

は
「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
違
法
又
は
不

当
な
行
為
を
助
長
し
、
又
は
誘
発
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
方
法
に
よ
り
個
人
情
報
を
利
用
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
条
文
が
新
設
さ
れ
、
不
適

個人情報保護法

5

予測困難な時代に対応すべく、変わり続ける
日本の法律や制度。7月号では新たな試験が導入される
「大学入試制度」をご紹介しました。今回取り上げるのは

「個人情報保護法」。ビッグデータの活用によるイノベーションが
期待されるなかで、保護と有用性のバランスが求められています。

国名 法律の名称 制定年
日本 個人情報の保護に関する法律 2003年
イギリス データ保護法 1998年
フランス データ処理、データ・ファイル及び個人の諸自由に関する法律 1978年
ドイツ 連邦データ保護法 1977年
アメリカ 民間部門についての包括的な法律は無し
スイス 連邦データ法 1992年
ノルウェー 個人データ登録法 1978年

図表1■ 官民双方または民間部門を対象とした各国の個人情報保護に関する法律
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正
な
利
用
の
禁
止
が
明
確
に
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
条
文
の
新
設
は
、
２
０
１
９
年
３
月

に
数
十
万
件
の
破
産
者
情
報
を
収
集
し
て
地
図

に
紐
づ
け
て
表
示
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
公
開

さ
れ
、
破
産
情
報
は
官
報
で
公
表
さ
れ
た
情
報

で
は
あ
る
も
の
の
名
誉
棄
損
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
に
あ
た
る
と
し
て
問
題
と
な
っ
た
事
件
を

念
頭
に
置
い
た
改
正
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
個
人
情
報
に
ま
つ
わ
る
問
題

と
し
て
２
０
１
９
年
８
月
に
話
題
と
な
っ
た
の

が
、
就
職
情
報
サ
イ
ト
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ア

ク
セ
ス
履
歴
な
ど
か
ら
学
生
の
内
定
辞
退
率
を

予
測
し
、
得
た
デ
ー
タ
を
企
業
に
無
断
販
売
し

て
い
た
と
い
う
事
件
。
こ
の
事
件
を
ふ
ま
え
て

新
設
さ
れ
た
と
さ
れ
る
の
が
個
人
関
連
情
報
の

第
三
者
提
供
の
制
限
等
に
関
す
る
条
文
で
、「
提

供
元
で
は
個
人
デ
ー
タ
に
該
当
し
な
い
が
提
供

先
で
個
人
デ
ー
タ
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

情
報
」が
新
た
に
規
制
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

第
三
者
提
供
の
際
に
は
、
提
供
先
で
本
人
の
同

意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
提
供
元
が
確
認
す

る
義
務
が
課
さ
れ
ま
す
。

他
に
も
、
現
行
法
で
は
情
報
漏
え
い
が
発
覚

し
た
場
合
、
事
実
関
係
や
再
発
防
止
策
の
報
告

は
努
力
義
務
に
留
ま
り
ま
す
が
、
新
改
正
法
で

は
一
定
数
以
上
の
デ
ー
タ
漏
え
い
が
発
生
し
た

と
き
に
は
、
個
人
情
報
委
員
会
へ
の
報
告
と
本

人
へ
の
通
知
を
義
務
化
。
さ
ら
に
、
現
行
法
で
は

命
令
違
反
や
虚
偽
報
告
を
行
っ
た
と
き
に
は
個

人
・
法
人
問
わ
ず
30
万
円
以
下
の
罰
金
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
改
正
法
で
は
個
人
に
よ

る
命
令
違
反
で
１
０
０
万
円
以
下
、
虚
偽
報
告

で
50
万
円
以
下
。
法
人
で
は
罰
金
上
限
が
１
億

円
以
下
と
大
幅
に
引
き
上
げ
。
個
人
情
報
を
扱

う
責
任
は
よ
り
重
大
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

個
人
情
報
を
活
用
し
た 

 
技
術
革
新
に
も
期
待

近
年
は
個
人
情
報
に
ま
つ
わ
る
事
件
が
多
く

取
り
沙
汰
さ
れ
た
こ
と
か
ら
新
改
正
法
の
内
容

も
規
制
の
強
化
が
目
立
ち
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん

規
制
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
情
報
の

有
用
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
社
内
利
用
を
前

提
と
し
た
「
仮
名
加
工
情
報
」
と
い
う
概
念
が

創
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
個
人
デ
ー
タ
を
他
の

情
報
と
照
合
し
な
い
限
り
個
人
を
特
定
で
き
な

い
よ
う
に
加
工
し
た
も
の
で
、
開
示
請
求
や
利

用
停
止
請
求
の
対
象
と
な
ら
ず
漏
え
い
時
の
報

告
の
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。（
図
表
２
）

規
制
が
緩
和
さ
れ
た
新
た
な
デ
ー
タ
形
式
の

創
設
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
へ
の
効
率
的

な
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
改
正
法
は
今
後
２
年
以
内
を
目
標
に
施
行

さ
れ
る
見
通
し
で
、
現
在
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
趣
味
や

居
場
所
と

い
っ
た
パ
ー

ソ
ナ
ル
デ
ー

タ
に
基
づ
く

便
利
な
サ
ー

ビ
ス
は
リ
ス

ク
と
も
隣
り

合
わ
せ
。
こ

れ
か
ら
は
、

個
人
情
報
の

保
護
と
利
用

の
バ
ラ
ン
ス

感
覚
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

図表 2 ■ 仮名加工情報処理の一例

項目と紐づく追加情報がない限り、仮名化されたデータからは個人を特定できない

加工

 「個人データ」原本
氏名 性別 年齢 出身地
佐藤 男 24 東京
鈴木 男 45 大阪
高橋 女 32 千葉
田中 女 10 東京
伊藤 男 56 東京
渡辺 女 62 愛知
山本 男 38 大阪

仮名化データ
ID X1 X2 X3
325 A 24 W
215 A 45 Y
684 B 32 X
460 B 10 W
668 A 56 W
978 B 62 Z
118 A 38 Y
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今
回
も
相
続
税
の
話
を
続
け
よ
う
。
以

前
、
孫
は
代
襲
相
続
人
に
な
る
場
合
以
外
は

法
定
相
続
人
で
は
な
い
、
と
い
う
話
を
し
た

け
れ
ど
、
相
続
人
で
な
い
孫
に
財
産
を
引
き

継
が
せ
る
こ
と
は
け
っ
し
て
珍
し
い
こ
と
で

は
な
い
。
遺
言
書
で
孫
が
財
産
を
受
け
取
れ

A

る
よ
う
に
し
た
り
、
孫
を
死
亡
保
険
金
の
受

取
人
に
し
た
り
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
だ
。

　

相
続
人
で
な
い
人
も
、
遺
産
を
相
続
す

る
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
も
相
続
税
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。

　

「
相
続
人
で
な
い
人
が
相
続
す
る
」
と

い
う
言
い
方
は
正
確
で
は
な
い
よ
。「
相
続
」

と
い
う
言
葉
は
相
続
人
が
財
産
を
引
き
継
ぐ

こ
と
を
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
相
続
人
以
外

の
人
に
財
産
を
引
き
継
が
せ
る
こ
と
は
「
遺

贈
」
と
い
う
。
遺
言
に
よ
る
贈
与
と
い
う
意

味
で
、
相
続
と
は
区
別
し
て
い
る
。

　

相
続
税
が
か
か
る
点
は
遺
贈
も
同
じ
で

す
よ
ね
。

　

そ
の
と
お
り
だ
よ
。
た
だ
し
、
相
続
人

以
外
の
人
が
、
財
産
を
取
得
し
た
場
合
は
、

相
続
税
の
扱
い
で
少
し
異
な
る
点
が
あ
る
ん

だ
。
た
と
え
ば
相
続
人
で
な
い
孫
が
遺
産
を

取
得
し
た
場
合
は
、
相
続
税
の
負
担
が
大
き

く
な
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

相
続
税
は
孫
に
は
厳
し
い
、
と
い
う
こ

と
で
す
か
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
い

BABAB

る
の
で
す
か
？

　

亡
く
な
っ
た
人
の
立
場
か
ら
み
て
、
孫

に
財
産
を
引
き
継
が
せ
る
こ
と
は
、
長
い
目

で
み
る
と
、
相
続
税
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と

に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の

財
産
を
そ
の
子
が
引
き
継
ぎ
、
そ
の
子
が
亡

く
な
る
と
今
度
は
孫
が
引
き
継
ぐ
、
と
な
る

と
相
続
税
が
２
回
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
け

ど
、
子
を
飛
び
越
え
て
孫
に
財
産
を
引
き
継

が
せ
れ
ば
、
相
続
税
を
払
う
の
は
１
回
で
済

む
。
つ
ま
り
、
ト
ー
タ
ル
の
相
続
税
負
担
を

減
ら
し
て
孫
世
代
に
財
産
を
引
き
継
が
せ
る

こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
だ
。

 「
死
亡
保
険
金
の
非
課
税
」
の

適
用
な
し

　

そ
れ
は
い
い
ア
イ
デ
ア
で
す
ね
。

　

こ
れ
は
「
世
代
飛
び
越
し
効
果
」
な
ど

と
い
わ
れ
、
相
続
税
対
策
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
手
法
で
は
あ
る
ん
だ
。

　

で
も
、
そ
の
場
合
、
１
回
で
済
ん
で
も
、

そ
の
１
回
で
の
相
続
税
が
重
く
な
る
と
い
う

ABAB

64

孫に厳しい相続税
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Present 5月号「ゼロから学ぶ税金講座」にて誤植がございました。
9 ページ下段 8・11 行目（誤）N さん→（正）M さん、13・14 行目（誤）M さん→（正）N さん。訂正して、お詫び申し上げます。

訂正

場
合
は
、
相
続
税
が
20
％
増
し
に
な
る
。
１

世
代
飛
び
越
し
た
場
合
に
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

ま
あ
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
な
。
た
だ
し
、

孫
で
あ
っ
て
も
代
襲
相
続
人
で
あ
る
場
合
、

２
割
加
算
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
代
襲
相

続
人
の
場
合
、
被
相
続
人
の
子
と
同
じ
位
置

づ
け
と
い
う
こ
と
だ
よ
。

　

孫
を
養
子
に
し
て
い
る
場
合
は
ど
う

で
す
か
？　

養
子
縁
組
を
す
れ
ば
、
子
と

同
じ
で
す
か
ら
、
２
割
加
算
は
避
け
ら
れ

る
…
…
。

　

残
念
な
が
ら
、
孫
は
養
子
に
な
っ
て
い

て
も
、
代
襲
相
続
人
の
場
合
を
除
き
２
割
加

算
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
ず
、
そ
の
対
象
に
な
る

ん
だ
。

　

や
っ
ぱ
り
孫
に
は
厳
し
い
ん
で
す
ね
。

　

た
だ
、
養
子
に
な
れ
ば
、
相
続
人
に
な

る
の
で
、
死
亡
保
険
金
の
非
課
税
金
額
の
適

用
は
受
け
ら
れ
る
し
、
も
し
未
成
年
で
あ
れ

ば
未
成
年
者
控
除
と
い
う
軽
減
措
置
の
適
用

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
。

ABABA

こ
と
で
す
か
？

　

そ
う
な
ん
だ
。
そ
れ
で
も
、
相
続
税
を

１
回
パ
ス
す
る
効
果
の
ほ
う
が
高
け
れ
ば
、

飛
び
越
す
意
味
は
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
か
？

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
死
亡
保
険
金
の
非

課
税
の
取
扱
い
が
、
孫

―
正
確
に
い
う
と

相
続
人
以
外
の
人
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　

「
５
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
の
数
」

が
非
課
税
に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
ね
。

　

そ
う
、
孫
が
受
け
取
っ
た
保
険
金
か
ら

は
、
そ
の
非
課
税
金
額
を
差
し
引
く
こ
と
が

で
き
な
い
。

　

そ
う
す
る
と
、
受
取
人
を
孫
に
す
る
の

は
考
え
も
の
で
す
ね
。
非
課
税
枠
が
無
駄
に

な
っ
て
し
ま
う
…
…
。

　

も
し
、
孫
の
ほ
か
に
相
続
人
が
保
険
金

を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
そ
ち
ら
か
ら
引
く

こ
と
は
で
き
る
か
ら
、
そ
の
場
合
は
非
課
税

枠
が
無
駄
に
は
な
ら
な
い
よ
。
た
だ
、
孫
の

負
担
す
る
相
続
税
は
、
非
課
税
の
適
用
が
あ

ABABABA

る
場
合
に
比
べ
て
多
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

孫
養
子
も
逃
れ
ら
れ
な
い

 「
２
割
加
算
」

　

そ
の
ほ
か
に
も
孫
は
負
担
増
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

孫
は
２
割
加
算
の
対
象
に
な
る
。

　

２
割
加
算
？

　

相
続
税
は
ち
ょ
っ
と
複
雑
な
計
算
が
必

要
だ
け
ど
、
基
本
的
に
は
財
産
を
取
得
し
た

人
が
、
そ
の
額
に
応
じ
て
相
続
税
を
負
担
す

る
。
遺
産
を
た
く
さ
ん
も
ら
っ
た
人
は
相
続

税
の
額
も
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
よ
。

た
だ
し
、
最
終
的
に
、
財
産
を
取
得
し
た
人

ご
と
に
税
額
が
調
整
さ
れ
る
ん
だ
。
た
と
え

ば
、
配
偶
者
の
場
合
は
「
配
偶
者
の
税
額
軽

減
」
と
い
う
措
置
が
あ
り
、
多
く
の
場
合
、

税
額
が
大
き
く
減
じ
ら
れ
る
。
一
方
で
、
孫

な
ど

―
正
確
に
は
１
親
等
の
血
族
と
配
偶

者
以
外
の
人
は
、
税
額
が
２
割
増
え
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

孫
は
２
親
等
の
血
族
で
す
よ
ね
。
そ
の

BABAB
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新刊のご案内

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
57
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。▶▶▶▶ https://www.jili.or.jp/
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優 

秀 

賞

想
い
の
形

愛
知
県 

刈
谷
市
立
朝
日
中
学
校　

三
学
年　

高た
か

橋は
し 

聡そ
う

一い
ち

　

高
速
道
路
を
下
り
て
、
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
の
続
く
一
本
道
を
真
っ

す
ぐ
、
進
ん
で
い
く
。
車
窓
か
ら
見
え
る
の
は
、
山
、
山
、
山
だ
。

春
は
桜
色
、
夏
は
深
緑
に
染
ま
る
。
秋
は
壮
観
の
紅
葉
に
包
ま
れ
、

冬
は
、
深
々
と
雪
に
覆
わ
れ
る
。
大
雪
の
下
で
耐
え
る
木
々
の
幹
の

隆
々
と
し
た
様
は
、
思
わ
ず
息
を
の
む
光
景
だ
。

　

僕
は
、
休
み
に
入
る
と
、
こ
の
道
を
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
祖
母
の

待
つ
家
へ
と
向
か
う
。
日
常
か
ら
解
放
さ
れ
た
清
々
し
い
気
持
ち
と

祖
母
に
会
え
る
嬉
し
さ
で
、
気
分
は
早
々
に
最
高
潮
へ
と
達
す
る
。

　

け
れ
ど
、
こ
の
春
の
帰
省
は
違
っ
た
。
僕
ら
が
向
か
っ
た
の
は
、

祖
母
の
待
つ
家
で
は
な
く
、
病
院
だ
っ
た
。
手
術
は
無
事
終
わ
っ
た

と
聞
い
て
い
た
が
、
安
心
で
き
ず
に
い
た
。
い
つ
も
は
、
美
し
い
桜

の
中
、
大
声
を
上
げ
な
が
ら
走
る
車
の
中
に
、
エ
ン
ジ
ン
音
が
や
け

に
響
き
、
淡
く
ぼ
ん
や
り
と
し
た
桜
色
が
窓
の
外
を
流
れ
て
い
た
。

　

病
院
で
僕
ら
を
待
っ
て
い
た
祖
母
は
、
思
っ
て
い
た
よ
り
元
気
そ

う
だ
っ
た
。
ほ
っ
と
し
た
。
で
も
、
腰
に
は
大
き
な
コ
ル
セ
ッ
ト
が

重
々
し
く
巻
か
れ
て
い
て
、痛
々
し
か
っ
た
。
笑
顔
は
あ
っ
た
も
の
の
、

思
う
よ
う
に
身
動
き
が
と
れ
な
い
祖
母
は
、疲
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、

僕
は
祖
母
の
ベ
ッ
ド
の
上
に
座
り
込
ん
で
思
わ
ず
甘
え
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
ん
な
僕
の
側
で
、
母
と
祖
母
、
叔
母
が
、
手
術
の
こ
と
、
退
院

の
時
期
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
。
入
院
費
用
の

話
に
な
っ
た
と
き
、
叔
母
が

「
そ
こ
は
、
保
険
で
支
払
い
が
で
き
る
か
ら
心
配
は
い
ら
な
い
よ
。」

と
言
っ
た
。
僕
は
「
お
金
」
と
聞
い
て
急
に
現
実
に
引
き
戻
さ
れ
た

よ
う
な
気
が
し
た
。
病
気
の
こ
と
だ
け
で
な
く
お
金
の
心
配
も
あ
る

の
だ
と
知
っ
た
か
ら
だ
。

　

た
だ
、
た
だ
、
不
安
に
な
っ
た
。
病
気
に
な
っ
て
苦
し
ん
で
い
る

10



新刊のご案内

の
に
、
そ
の
上
お
金
の
心
配
ま
で
つ
い
て
く
る
な
ん
て
。
腹
立
た
し

さ
に
も
似
た
不
安
が
僕
に
襲
い
か
か
っ
た
。
祖
母
の
入
院
が
長
く
な
っ

た
ら
、
入
院
費
は
ど
う
な
る
の
か
。
祖
母
だ
け
で
な
く
家
族
の
誰
か

が
大
き
な
病
気
を
し
た
ら
、
僕
ら
家
族
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
日
僕
ら
は
、
祖
母
の
家
に
泊
ま
っ
た
。
祖
母
が
い
な
い
か
ら

か
部
屋
が
や
け
に
広
く
感
じ
た
。
部
屋
の
一
角
に
は
、
僕
や
姉
が
赤

ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
の
写
真
が
所
狭
し
と
飾
ら
れ
て
い
る
。
僕
は
思
わ

ず
母
に
こ
う
切
り
出
し
た
。

「
母
さ
ん
や
僕
ら
が
病
気
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
。」

　

母
は
、
驚
い
た
表
情
を
浮
か
べ
た
が
、
い
つ
に
な
く
真
剣
に
話
を

し
て
く
れ
た
。
生
命
保
険
や
学
資
準
備
の
た
め
の
保
険
に
つ
い
て
、

僕
の
質
問
に
答
え
な
が
ら
一
つ
一
つ
説
明
し
て
く
れ
た
。
僕
は
、
両

親
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
僕
ら
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
将
来
に
つ
い
て

考
え
て
い
る
な
ん
て
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
父
や
母
が
考
え
て
い

た
こ
と
は
、
い
つ
も
僕
と
姉
の
こ
と
だ
っ
た
。
万
が
一
、
両
親
に
何

が
あ
っ
て
も
、
僕
ら
が
願
う
よ
う
に
進
学
し
た
り
、
生
活
し
た
り
で

き
る
よ
う
に
と
保
険
に
加
入
し
て
い
た
の
だ
。
祖
母
も
ま
た
そ
う
で

あ
っ
た
。
自
分
に
何
か
あ
っ
た
ら
、
娘
で
あ
る
母
の
負
担
に
な
ら
な

い
よ
う
に
と
保
険
に
入
っ
て
い
た
の
だ
。
僕
は
、
祖
母
が
い
つ
も
使
っ

て
い
る
ソ
フ
ァ
に
身
を
委
ね
た
。
フ
ッ
と
祖
母
の
匂
い
が
し
た
よ
う

な
気
が
し
た
。
保
険
の
話
か
ら
思
い
も
よ
ら
ず
、
両
親
や
祖
母
の
思

い
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
僕
は
素
直
に
嬉
し
か
っ
た
。
僕
ら
家

族
に
と
っ
て
、
保
険
は
〝
想
い
の
形
〟
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。

　

そ
し
て
、
保
険
は
、
困
っ
た
と
き
の
助
け
合
い
、〝
相
互
扶
助
〟
が

も
と
に
な
っ
て
い
る
と
母
が
教
え
て
く
れ
た
。
一
家
族
の
幸
せ
を
多

く
の
人
で
支
え
る
。
み
ん
な
で
み
ん
な
の
幸
せ
を
考
え
る
っ
て
す
ご

い
と
思
え
た
。

　

今
年
の
夏
、
受
験
生
で
あ
る
僕
は
、
夏
の
帰
省
を
見
送
っ
た
。
今

頃
山
々
は
深
く
深
く
緑
に
染
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
電
話
の
向
こ
う

の
祖
母
は
、
す
っ
か
り
元
気
な
様
子
で
あ
る
。
次
の
帰
省
は
、
冬
に

な
る
だ
ろ
う
か
。
あ
の
深
い
雪
を
支
え
る
木
々
の
幹
の
よ
う
に
、
僕

も
将
来
家
族
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
う
。

 「介護保障ガイド｣改訂版ができました！
 「介護保障ガイド」は、公的介護保険制度
と生命保険会社の介護保険の仕組みなど
を図表や Q&A にまとめ、わかりやすく
解説した小冊子です。
今回の改訂では、介護が必要となった主
な原因第 1 位の「認知症」、第 2 位の「脳
血管疾患」について、症状・治療・予防
等を解説するページを追加するととも
に、「認知症で在宅サービスを利用した
場合」、「介護医療院を利用した場合」の
ケアプラン・費用の例を追加しました。
B5 判・52 ページ（オールカラー）1 部 200 円（税込価格・送料別）
お申込は（公財）生命保険文化センターホームページ

（https://www.jili.or.jp/）でどうぞ。

タイムリー、そして役立つ情報が満載！  
メールマガジンのご登録をぜひどうぞ

（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、
社会保障制度の動向や税制改正など役立つ情報
をメールマガジンにて無料でお届けしています。
登録はホームページ上のバナーから
簡単にできます。また、スマートフォ
ンからは QR コードの利用が便利
です。

メール
マガジン
メール
マガジン

登録
受付

毎

月配信

2回
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50
代
後
半
の
自
営
業
者
で
す
。
前
回
７

月
号
で
、
会
社
員
の
場
合
は
勤
務
を
続

け
れ
ば
70
歳
に
な
る
ま
で
厚
生
年
金
に
加
入
で

き
、
そ
の
分
、
年
金
額
が
増
え
る
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
自
営
業
者
の
場
合
、
国
民
年
金
の

被
保
険
者
に
な
る
の
は
60
歳
に
な
る
ま
で
、
と

理
解
し
て
い
ま
す
が
、
60
歳
以
降
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。

自
営
業
者
の
場
合
、
国
民
年
金
の
被
保

険
者
に
な
る
の
は
、
原
則
と
し
て
は
20

歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
で
す
。
も

QA

し
、
こ
の
間
に
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
60
歳
以
降
も
通
算
で
40

年
に
な
る
ま
で
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
40
年
を
超
え
て
加
入
し
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
営
業
者

の
場
合
、
会
社
員
に
比
べ
て
、
長
期
間
加
入
し

て
年
金
額
を
増
や
す
余
地
は
限
ら
れ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

40
年
ま
で
し
か
加
入
で
き
な
い

国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金

は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
加
入

し
た
場
合
で
78
万
１
７
０
０
円
（
２
０
２
０
年

度
）
で
、
未
加
入
期
間
や
保
険
料
を
払
っ
て
い

な
い
期
間
が
あ
る
場
合
、
そ
の
分
減
額
さ
れ
ま

す
。
か
り
に
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
が
35
年

で
あ
る
と
す
る
と
、
78
万
１
７
０
０
円
に
40
分

の
35
を
乗
じ
た
額
に
な
り
ま
す
。

言
い
換
え
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
は
、

受
給
開
始
年
齢
の
繰
下
げ
に
よ
る
増
額
や
、
後

述
す
る
付
加
年
金
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
最
大

で
78
万
１
７
０
０
円
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
増
え
る

長く働いても増えない
自営業者の年金

第 41回

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
40
年
を
超
え
て
保
険
料

を
納
付
す
る
と
い
う
選
択
肢
は
な
い
の
で
す
。

60
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
保
険
料
を
納
付
し

て
い
な
い
期
間
が
あ
る
場
合
は
、60
歳
以
降
も
、

通
算
で
40
年
に
な
る
ま
で
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
20
歳
過
ぎ
の
大
学

生
だ
っ
た
と
き
に
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い

ケ
ー
ス
は
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
そ

の
空
白
期
間
を
60
歳
過
ぎ
に
埋
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
60
歳
過

ぎ
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
（
つ

ま
り
任
意
加
入
と
い
う
こ
と
で
す
）、
空
白
分

の
保
険
料
を
納
め
れ
ば
年
金
額
を
多
少
増
や
す

こ
と
は
で
き
ま
す
。

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP http://www.officetakeda.jp/
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

Profile

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）

富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、人材育成の会社を設立。
国際イメージコンサルタントとして日本では数少な
いヒューマンスキル分野で 20 年のエキスパート。
年間の講演・研修は 200 本を超える。スキルにと
どまらない「気づき」を与える話は「心に響く」「楽しく具体的でわか
りやすい」と業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
コミュニケーショントレーニングジム→https://kiryujunko.com/

一
見
有
利
な
付
加
年
金
だ
が
…
…

と
こ
ろ
で
、
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
は
、
任
意
加
入
の
付
加
年
金
の

対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
の
保
険
料

に
加
え
、
毎
月
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金

が
加
算
さ
れ
る
制
度
で
す
。
こ
の
付
加
保
険
料

は
、
60
歳
以
降
の
任
意
加
入
期
間
に
も
納
め
る

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、や
は
り
40
年
が
上
限
で
す
。

加
算
さ
れ
る
額
は
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険

料
納
付
月
数
」
で
す
。
か
り
に
40
年
（
４
８
０

月
）
付
加
保
険
料
を
納
め
れ
ば
、
加
算
額
は

９
万
６
０
０
０
円
（
２
０
０
円
×
４
８
０
月
）

に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
納
め
た
付
加
保
険

料
は
19
万
２
０
０
０
円
（
４
０
０
円
×
４
８
０

月
）
で
す
か
ら
、
２
年
間
付
加
年
金
を
受
け
取

れ
ば
も
と
が
取
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
見
、
非
常
に
有
利
な
仕
組
み
の
よ
う
に
思

え
ま
す
が
、
そ
の
額
が
少
額
で
あ
る
こ
と
（
ち

な
み
に
、
付
加
保
険
料
の
４
０
０
円
の
額
は
昭

ソーシャルディスタンスという言葉を毎日のように
耳にしていますが、今回はコミュニケーションに
おける「人との上手な距離のとり方」について
のお話です。周りの人と上手く付き合っていきた
いという思いは多くの人に共通する思いですが、
そのことばかりが先行して疲れてしまうのでは困
りますよね。そこで、桐生純子のコミュジムでは
「今の自分はどうしたいのか」を具体的に考えて
行動する心理的コミュニケーションの方法を学び
ます。とはいえ、今現在困っているあなたのため
に今日からすぐにできることもありますよ！　それは
「合わない相手との付き合いで疲れたときには、
まずは物理的な距離を置きましょう」ということです。
人とのつきあいを重視するあまり、自分の心が壊れ
てしまったのではコミュニケーションの法則も使え
ませんからね。「そうは言っても…」と言いかけ
たあなたの
ために、次号
は「心を軽
くする考え
方」につい
てお話しま
すね♥

和
49
年
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
昭
和
49
年

当
時
の
国
民
年
金
の
本
体
の
保
険
料
は
９
０
０

円
で
し
た
の
で
、
当
時
と
し
て
は
そ
れ
な
り
の

金
額
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
）、
ま
た
付

加
年
金
に
は
賃
金
や
物
価
の
変
動
に
伴
う
ス
ラ

イ
ド
が
な
い
こ
と
か
ら
、
長
期
間
の
貨
幣
価
値

の
変
動
や
イ
ン
フ
レ
を
考
え
れ
ば
、
必
ず
し
も

有
利
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

自
営
業
者
の
場
合
、
会
社
員
な
ど
に
比
べ
そ

も
そ
も
年
金
額
が
少
な
く
、
そ
の
額
を
増
や
す

手
段
も
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

～素敵な人になるヒント～

人との上手な距離のとり方

VoI.101
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Profile

情
報
を
制
す
る
者
は

生
命
保
険
営
業
を
制
す

信
頼
さ
れ
る
営
業
職
員
を
目
指
し

研
鑽
に
努
め
る
の
み
で
す

池
田
誠
司
さ
ん
は
、
新
人
時
代
か
ら
何
度
も
優
績
者
表
彰
を
受
け
る
実
力
派
。

今
で
は
法
人
の
開
拓
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
の
う
ち
は
個
人
営
業
が
メ
イ
ン
で
し
た
。

入
社
5
年
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
意
図
的
に
法
人
開
拓
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
よ
う
に
戦
略
を
立
て
、
見
事
に
成
功
。

そ
の
転
身
の
秘
訣
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

個
人
営
業
か
ら

法
人
営
業
へ
の
シ
フ
ト

―
法
人
開
拓
に
シ
フ
ト
し
て
い
こ
う
と
思

わ
れ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

池
田　

10
年
間
の
生
命
保
険
営
業
人
生
の
う

ち
、
半
分
の
５
年
目
く
ら
い
ま
で
は
、
個
人
営

業
が
中
心
で
し
た
。
顧
客
開
拓
の
主
な
方
法
と

し
て
、
血
縁
・
姻
戚
関
係
に
あ
た
っ
た
り
、
住

宅
メ
ー
カ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
し
た

り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
り
、
会
社
に
商
品
に
つ
い
て
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
お
客
様
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
た
り
し
ま
す
。
し
か
し
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
厳
し
さ
を
肌
身
で
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

―
も
う
少
し
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

池
田　
私
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
現
状
を
考
え
る
と
保
険
を
専
門
と
し
て
い
る

代
理
店
や
各
生
命
保
険
会
社
の
営
業
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
販
売
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
金
融

機
関
な
ど
も
参
入
し
て
い
て
ラ
イ
バ
ル
が
多
い

と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。
販
売
す
る
自
社
の

保
険
商
品
の
良
さ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
自
分
が
、
他
の
方
よ
り
も

秀
で
た
知
識
か
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
な
い
限
り
は
生

き
残
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
危
機
感
は
常
に

持
っ
て
い
ま
す
。
私
が
、
法
人
開
拓
に
シ
フ
ト

し
は
じ
め
た
４
年
前
く
ら
い
か
ら
、
個
人
の
お

池
い け

田
だ

 誠
せ い

司
じ

さん
ソニー生命保険株式会社  
新潟 LPC 第 2 支社第 3 営業所
1982 年 2 月 25 日生まれ。
新潟県柏崎市出身。2011
年 5 月募集人登録、シニア
ライフプランナー、役職は
副部長。勤続 10 年のうち、 
新人優績賞の社長賞新人部
門、社長賞は 7 回受賞、5 年 
連続MDRT会員。趣味：野球、 
読書、トレーニング。家族：
妻、娘 2 人。血液型：O 型。
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客
様
は
、
様
々
な
保
険
の
チ
ャ
ネ
ル
を
活
用
し

て
き
て
い
て
、
個
人
顧
客
向
け
の
営
業
だ
け
で

は
、
先
の
見
通
し
が
立
た
な
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｔ
に
初
入

会
し
た
年
は
、
半
分
が
個
人
契
約
、
半
分
が
法

人
契
約
で
し
た
が
、
翌
年
以
降
か
ら
、
法
人
契

約
が
７
割
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
の
で
、
法
人
営
業
に
完
全
に
シ
フ
ト
す
る

の
に
は
２
年
ほ
ど
あ
れ
ば
可
能
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

―
法
人
営
業
は
ど
の
よ
う
に
学
ば
れ
ま
し

た
か
？

池
田　
支
社
に
法
人
に
強
い
先
輩
が
お
り
ま
し

た
の
で
、
自
分
が
電
話
や
Ｄ
Ｍ
な
ど
を
し
て
確

保
し
た
行
き
先
に
同
行
営
業
を
お
願
い
し
、
１

年
半
ほ
ど
や
り
方
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
東
京
の
Ｔ
Ｏ
Ｔ
（
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｔ
の
中

で
基
準
の
６
倍
を
達
成
し
て
い
る
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
会
員
）
の
方
に
も
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
も
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

―
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
っ
て
も
行
き
先
を
見
つ

け
る
の
が
難
し
い
営
業
の
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。

池
田　
私
の
場
合
は
、
法
人
先
の
紹
介
の
ツ
テ

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
企
業
情
報
を
調

べ
て
、
自
分
な
り
に
ア
プ
ロ
ー
チ
先
を
選
び
、

そ
こ
か
ら
、
電
話
や
Ｄ
Ｍ
で
コ
ツ
コ
ツ
と
行
き

先
を
確
保
し
て
い
く
、と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
す
。

自
分
が
や
ろ
う
と
思
え
ば
、
ど
の
方
で
も
で
き

る
や
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。

―
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に

ど
の
く
ら
い
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

池
田　

今
で
は
、
ひ
と
月
に
１
０
０
社
か
ら

１
５
０
社
回
り
ま
す
ね
。
行
き
先
と
し
て
は
、

２
０
０
社
ほ
ど
確
保
し
て
い
ま
す
。

―
４
年
で
そ
ん
な
に
増
え
る
も
の
な
の
で

す
ね
。

池
田　
闇
雲
に
行
き
先
を
増
や
す
時
期
は
も
う

終
わ
り
ま
し
た
ね
。
今
で
は
、
年
に
よ
っ
て
、

行
き
先
を
増
や
す
年
と
、
行
っ
て
い
る
先
に
も

う
少
し
じ
っ
く
り
と
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
年
と
分

け
て
い
こ
う
と
い
う
戦
略
を
立
て
て
い
ま
す
。

今
年
は
じ
っ
く
り
回
っ
て
お
客
様
と
の
距
離
感

を
縮
め
、
保
険
の
提
案
も
し
て
い
く
年
に
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
自

分
の
強
み
は
、
機
動
力
、
そ
し
て
行
動
で
き
る

こ
と
で
す
。
行
き
先
は
多
く
な
け
れ
ば
チ
ャ
ン

ス
は
増
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

情
報
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

欠
か
さ
な
い

―
法
人
先
へ
は
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

池
田　
こ
こ
が
、
自
分
に
と
っ
て
の
肝
な
の
で

す
。
保
険
だ
け
で
は
な
い
、
そ
れ
に
付
随
す
る

知
識
を
常
に
身
に
つ
け
、
お
客
様
に
届
け
て
い

き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
保
険
の
お
話
し
も
一
度

は
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
が
、
お
客
様
の
都
合
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
全
て
が
先
に
進
む
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
逃
さ
な
い
よ
う
に
、
定
期
的
に
情
報
提
供
を

し
な
が
ら
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
と
い
う

こ
と
を
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
提
供
す
る
情
報
は
ど
の
よ
う
な
も
の

を
？

池
田　
自
分
の
中
で
は
、
大
き
く
２
種
類
に
分

け
て
い
ま
す
。
１
つ
が
、
感
動
体
験
や
物
の
考

え
方
な
ど
、人
の
感
情
に
訴
え
る
よ
う
な
情
報
、

そ
し
て
も
う
１
つ
が
、
法
律
の
変
更
や
税
金
関
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係
、
補
助
金
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
実
務
に
関
わ
る

会
社
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
情
報
で
す
。

効
率
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
、雑
誌
や
読
書
、

新
聞
、
講
演
な
ど
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
一
度
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、
自
分
な
り
に
落

と
し
込
ん
で
か
ら
お
客
様
に
お
伝
え
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

―
相
当
勉
強
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

池
田　
た
と
え
ば
、
今
（
取
材
月
は
５
月
）
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
在
宅
勤
務
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
と
き
に

い
ろ
い
ろ
な
情
報
収
集
を
し
て
い
ま
す
。
自
粛

が
解
除
さ
れ
た
と
き
に
、
大
変
な
企
業
様
も
あ

る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
こ
で
お
役
に
立
て
る

よ
う
な
補
助
金
や
ロ
ー
ン
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
制

度
を
調
べ
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
と
、
で
き
る

限
り
の
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、

国
の
方
針
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
り
ま
す
の
で
、
今

ま
で
提
案
し
て
き
た
商
品
や
、
や
り
方
が
明
日

に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。逆
に
言
え
ば
、今
ま
で
メ
リ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
た
商
品
で
も
見
直
し
の
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
う
い

う
情
報
を
常
に
仕
入
れ
て
お
客
様
の
メ
リ
ッ
ト

に
な
る
よ
う
に
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
以
前
に
は
現
在
と
は
異
な
る

金
融
機
関
に
勤
務
し
て
い
た
経
験
が
あ
る
の

で
、
そ
の
強
み
を
生
か
し
て
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
経
営
を

さ
れ
て
い
る
方
は
、
良
い
時
も
あ
れ
ば
良
く
な

い
時
も
あ
る
時
代
の
変
遷
の
中
で
、
常
に
従
業

員
を
守
り
、
利
益
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
緊
張
感
の
中
で
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
役
に
立
つ
情
報
を
お
伝
え

す
る
こ
と
で
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
は
、
地
域
の
金
融
業
界
の
人
間
の
使

命
で
あ
り
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

―
具
体
的
に
こ
ん
な
情
報
が
役
に
立
っ
た

と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

池
田　
た
と
え
ば
、
最
近
業
績
が
好
調
な
企
業

様
の
ケ
ー
ス
を
お
話
し
す
る
と
、
業
績
が
良
く

な
る
前
に
し
て
い
た
借
入
の
利
息
の
設
定
を
見

直
し
て
も
ら
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
の
は
、
な
か
な
か
提
案
し
て
も
ら
え
な
い
の

で
、
企
業
様
か
ら
交
渉
す
る
も
の
な
の
で
す
。

そ
れ
を
す
る
こ
と
で
、
か
な
り
の
利
息
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
た
り
も
し
ま
す
。
ま
た
、
不
動

産
の
資
産
価
値
を
見
直
し
鑑
定
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
贈
与
税
が
還
付
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な

ケ
ー
ス
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

情
報
が
役
に
立
つ
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
お
届

け
し
た
情
報
が
役
に
立
っ
て
企
業
様
の
お
役
に

立
て
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
い
つ
も
出
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
。
で
も
、
た
く
さ
ん
の
企
業
様

を
回
る
こ
と
で
お
役
に
立
て
る
可
能
性
が
増
え

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
毎
回
保
険
商
品
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
提
案
書
だ
け
を
積
み
重
ね
て

い
く
よ
り
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
を
す
る

こ
と
で
い
た
だ
く
『
さ
す
が
で
す
ね
』
と
い
う

言
葉
を
積
み
重
ね
て
い
く
ほ
う
が
、
よ
り
契
約

に
近
づ
け
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
信
じ
て
い

る
の
で
す
。

後
輩
に
伝
え
る
こ
と
で

見
え
て
き
た
こ
と

―
後
輩
に
対
し
て
も
ノ
ウ
ハ
ウ
を
惜
し
み

な
く
伝
え
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

池
田　
同
僚
、
後
輩
と
は
い
え
、
同
じ
地
域
で
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掛
か け

飛
ひ

 まどか
慶應義塾大学文学部卒業後、大手生命
保険会社の FP 専門職として営業職員
の活動をサポート。退社後、生損保の販
促ツールやデータ集の制作、執筆など
の業務に携わったのち、2007 年より

独立。保険分野に
とどまらない執筆
活動、親子や女性
向けのイベントの
企画運営、発酵の
研究など、『人と
モノとバショをつ
なぐ』というコン
セプトで活動中。

Interviewer
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

ラ
イ
バ
ル
と
な
る
相
手
で
す
か
ら
、
教
え
た
く

な
い
と
、
か
つ
て
は
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
実

際
、
勉
強
会
の
講
師
な
ど
も
断
り
続
け
て
き
ま

し
た
。
で
す
が
、
勉
強
会
を
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
知
識
や
情
報
が
整
理
さ
れ
、
よ
り
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
で
す
。
一
緒
に
同
行
す

る
こ
と
で
、
勇
気
や
活
力
を
も
ら
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
誰
か
の
た
め
に
な
ん
て

お
こ
が
ま
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
や
は
り
め
ぐ

り
め
ぐ
っ
て
自
分
の
た
め
に
な
る
こ
と
な
の
で

す
。―

今
後
の
活
動
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

池
田　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
不
便
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
非
接
触
型
の
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
よ
り
行
い
や
す

く
な
る
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
こ
と
も
ま
た

い
く
ら
で
も
あ
る
の
で
す
。
い
つ
ま
で
も
過
去

に
と
ら
わ
れ
ず
に
前
を
向
い
て
で
き
る
こ
と
を

す
る
。
行
動
を
起
こ
す
、
時
代
の
流
れ
に
あ
わ

せ
て
し
な
や
か
に
仕
掛
け
て
い
く
。
広
範
囲
の

知
識
を
仕
入
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
話
を
し

て
い
く
こ
と
が
、
自
分
の
人
間
的
な
成
長
を
促

し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
座
右
の
銘
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

池
田　

今
年
、
書
い
た
の
は
、「
目
標
が
そ
の

日
そ
の
日
を
支
配
す
る
」で
す
。
こ
の
全
文
は
、

十
里
の
旅
の
第
一
歩

百
里
の
旅
の
第
一
歩

同
じ
一
歩
で
も
覚
悟
が
違
う

三
笠
山
に
登
る
第
一
歩

富
士
山
に
登
る
第
一
歩

同
じ
一
歩
で
も
覚
悟
が
違
う

ど
こ
ま
で
い
く
つ
も
り
か

ど
こ
ま
で
登
る
つ
も
り
か

目
標
が
そ
の
日
そ
の
日
を
支
配
す
る

　

自
分
が
目
指
す
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
た
と
え

ば
目
標
が
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
す
る
こ
と

か
タ
イ
ム
を
決
め
て
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
か
で
、

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
決
ま
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
の
身
に
置
き

換
え
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
は
自
分

が
定
め
る
目
標
次
第
な
の
で
す
。

　

物
静
か
で
言
葉
を
選
び
な
が
ら
話
さ
れ
る

池
田
さ
ん
は
、
生
保
営
業
職
員
と
い
う
感
じ

が
せ
ず
、
意
外
な
印
象
。
し
か
し
、
実
直
な

受
け
答
え
、
謙
虚
な
姿
勢
、
周
り
の
人
と
比

べ
る
よ
り
も
、
自
分
自
身
を
超
え
て
い
き
た

い
と
い
う
意
思
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
行

き
先
の
作
り
方
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

よ
り
も
努
力
の
積
み
重
ね
の
賜
物
。
誰
も
が

や
れ
ば
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
こ
な
す
こ
と

が
成
功
に
つ
な
が
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
体

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
静
か
な
言
葉
に
秘
め
ら

れ
た
、
生
保
営
業
職
員
と
し
て
、
良
い
仕
事

を
し
、
お
客
様
に
喜
ば
れ
た
い
と
い
う
熱
い

想
い
の
温
度
は
、
お
客
様
に
も
伝
わ
る
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
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「
最
大
84
％
増
額
」の
た
め
に

繰
り
下
げ
る
べ
き
な
の
か

２
０
２
０
年
５
月
、
通
常
国
会
で
「
年
金
制

度
改
正
法
」が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
、

２
０
２
２
年
４
月
よ
り
、
年
金
の
受
給
開
始
年

齢
の
上
限
が
、
現
行
の
70
歳
か
ら
75
歳
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
状
、
年
金
の
受
給
開
始
は
65
歳
か
ら
が
基

本
で
す
。
し
か
し
希
望
す
れ
ば
、
60
歳
か
ら
70

歳
の
間
で
、
受
給
開
始
年
齢
の
繰
上
げ
・
繰
下

げ
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

繰
上
げ
受
給
の
場
合
、
受
給
開
始
を
１
ヵ
月

早
め
る
ご
と
に
、
65
歳
か
ら
本
来
受
け
取
れ
る

年
金
額
よ
り
0.5
％
ず
つ
減
額
さ
れ
ま
す
。
で
す

か
ら
、
60
歳
ま
で
５
年
繰
り
上
げ
る
と
、
計

30
％
（
0.5
％
×
60
月
）
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
方
、
繰
下
げ
受
給
の
場
合
、
受
給

開
始
を
１
ヵ
月
遅
ら
せ
る
ご
と
に
、
年
金
額
は

0.7
％
ず
つ
増
額
さ
れ
ま
す
。
70
歳
ま
で
５
年
間

繰
り
下
げ
る
と
、
計
42
％
（
0.7
％
×
60
月
）
の

増
額
で
す
。
受
給
が
開
始
さ
れ
る
と
、
生
涯
そ

の
年
金
額
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
、
年
金
の
受
給
開
始
年
齢
の

選
択
の
幅
が
広
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。仮
に
、

75
歳
ま
で
繰
り
下
げ
た
場
合
、
受
け
取
れ
る
年

金
額
は
84
％
（
0.7
％
×
１
２
０
月
）
増
額
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
65
歳
時
点
で
受
け
取
れ
る
年
金

額
が
月
20
万
円
、
年
２
４
０
万
円
の
人
が
い
た

と
し
ま
す
。
こ
の
人
が
も
し
75
歳
で
繰
下
げ
受

給
を
し
た
と
す
る
と
、
75
歳
か
ら
受
け
取
れ
る

年
金
額
は
月
36
万
８
千
円
、
年
４
４
１
万
６
千

円
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
計
算
上
は
、
お
お
よ

そ
87
歳
時
点
で
、
65
歳
か
ら
年
金
を
受
け
取
っ

た
場
合
の
金
額
を
上
回
り
ま
す
。

も
っ
と
も
、
自
分
が
何
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
厚
生
労
働
省
の
「
平
成

30
年
簡
易
生
命
表
」
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
平

均
寿
命
は
、
男
性
81
・
25
歳
、
女
性
87
・
32
歳

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
齢
は
こ
れ
か
ら
も

伸
び
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
単
純
に
年
金
額

が
増
え
る
か
ら
75
歳
ま
で
繰
り
下
げ
る
べ
き
、

と
い
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

満
足
の
い
く
老
後
を
迎
え
る
た
め
に
大
事
な

の
は
、
老
後
に
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
た
い
か

を
考
え
、
お
金
が
必
要
に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

年
金
の
受
給
を
始
め
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

「75歳繰下げ受給」で
年金額はどうなる？

第　　　 回113

10
00
0

10
00
0
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Vol.32

いただきましたので、一般の皆さまにも広く
私たちの活動を知ってもらう良い機会ができ
たかと考えております。

息の長い社会貢献活動を

熊本県協会では、13 年前から、「リレー・
フォー・ライフ・ジャパンくまもと」のイベ
ント参加や寄付を継続して行っています。
今後の活動としては、今年の9月と来年の3月
に実務勉強会、来年 1月に愛のドリーム募金、
2月に春のオープンセミナーを予定しており
ます。

未来ある子どもたちへの募金を
継続していきたい

2020 年 1 月 30 日、熊本県協会は 4年前の
熊本地震の際に支援した、熊本県社会福祉協
議会へ愛のドリーム募金の贈呈を行いました。
役員の皆さまに未来ある子どもたちの支援を
目的とした募金であることをお伝えしたところ、
たくさんの御礼のお言葉をいただきました。
今後も社会貢献活動として、セミナー開催時
に募金を行い、支援を継続していこうと考え
ています。
当日は、会長、副会長、副事務局長が参加。
地元新聞社の翌日の朝刊に記事を取り上げて

熊本県社会福祉協議会へ 
愛のドリーム募金を贈呈

熊本県協会　会長　岩本 勲一郎
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〜JAIFA地方協会活動レポート〜

介護福祉施設の清掃ボランティアで良い汗を流しました！
レポーター　岩城　淳弘（奈良県協会／第一生命保険）

奈良県協会は、役員の連携の良さが活動への強みです。  
大きな活動として、セミナーや介護福祉施設の清掃等のボランティア活動にも力を入れています。

 ▶ 奈良県
人口 132 万 6,292 人

（2020 年 5 月 1 日現在）
歴史や季節を堪能するための散歩
ルートが数多くあり、ウォーキングに
最適。壷阪寺（つぼさかでら）の新緑
大仏は、初夏から真夏の新緑まで青葉
の緑に包まれ名所
となっている。

No.31

ボランティアで清々しい気持ちを共有

日頃、セミナー、研修会、講演会、清掃ボランティア、
福祉車両の贈呈などの活動実績を残しています。また、
各会社分会の活動も活発です。
役員の連携を活かしての活動は、直近では、コロナ
の影響から直接集まることができないのが残念です
が、落ち着いた際には、フル活動していきたいと考え
ています。
直近の事業活動では、県内の介護福祉施設周辺の草
刈りやゴミ拾いを行いました。活動当日は、天候に
恵まれ、作業も順調に進んだことから、清々しい気
持ちを共有できたことはもちろんですが、雑草に埋
もれてしまっていた階段やベンチもキレイになり、
施設の方々にもたいへん喜んでいただけたことは、
嬉しい限りでした。

「まずは、やってみる」ことが重要

会員数は 215 名から 272 名（57 名増）となり、
活発な活動を行っておりますが、現役員体制の中で

「400 名を達成」させることが私たちの目標です。
JAIFA に入って、さまざまなセミナーや講演を聴き、
他社の方々との交流の輪をもって、社会貢献活動を
含む事業活動に参加することができます。
どんなことでも、「まずは、やってみる」ことが重要
なことだと思います。是非、1 人でも多くの方に我々
の活動に参加いただくとともに、県内の方々に私たち
の事業活動をご理解いただけますと幸いです。
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キャンペーンを活用する！？GoTo
新型コロナウイルスの影響で様々な産業が被害を被ったことから、政府は緊急対策として、
観光業・飲食業・イベント業・商店街などの再活性化を目的とした官民一体型の需要喚
起策「Go To キャンペーン」の実施を発表しました。当初は 8 月からとされていた計画
が前倒しされました。このページをご覧になられた方は、既に活用された方もいらっしゃる
かもしれませんね。計画内容をご紹介します。

飲食店を予約・来店した消費者に対する飲食店で使えるポイント等の付与
やプレミアム付き食事券を発行することで、飲食業関連需要の喚起を図る。
支援額・支援内容：①オンライン予約サイト経由で飲食店を予約・来店
した消費者に、次回の飲食店予約で利用できるポイント等を一人あたり最大
1,000円分付与　②食事代金の 2割分を割引

商店街等への来訪や購買の動機付けになるイベント開催等の取組みを支援
することにより、商店街等における需要喚起を図る。
支援額：１申請者（商店街等）あたり 300万円を上限として支援。ただし、
複数商店街等により広域でプロモーション、観光商品開発等を実施する場合
は 500万円の上乗せ可能。
支援内容：商店街等（中小小売業・サービス業のグループ等）が実施する
商店街等におけるイベント開催、プロモーション、観光商品開発等を支援。

国内で開催されるイベント・エンターテインメントのチケットを、チケット
販売事業者等で購入した消費者に対し、割引・クーポン等を付与すること
で、イベント・エンターテインメントの需要喚起を図る。
支援額：イベント・エンターテインメントのチケット代金の２割分
支援内容：①チケット代金の割引　②会場等での物販で利用できるクーポ
ンの付与　③別のイベント・エンターテインメントのチケット購入のみに
利用できるポイント付与　※ ①②③のいずれかを想定

出典：国土交通省観光庁　農林水産省　経済産業省　中小企業庁HP
※キャンペーンの詳細は、ご自身でご確認ください。

国内旅行を対象に宿泊・日帰り旅行商品の割引を行うとともに、旅行先の
土産物店、飲食店、観光施設、アクティビティ、交通機関等で幅広く使用
できる地域共通クーポンを発行して、観光全体の消費を促し、観光需要の
喚起を図る。
支援内容：①旅行商品の割引　②地域共通クーポン

 ●  海の日を含む 7月 4 連休の前日の 7月 22 日以降に開始
する旅行代金の割引を先行的に開始。（35％割引（代金
の 1/2 相当額×7割））

※支援額は一人一泊あたり 14,000 円が上限（日帰り旅行
については、7,000 円が上限）

 ●  7 月 22 日以降の旅行を既に予約している方々について
は、旅行後の申請により割引分を還付。

※還付申請の対象となる旅行商品は、登録参加事業者が販売
するものに限り、割引支援の対象となるものに限る。

 ●  7 月 27 日（月）以降、旅行業者、予約サイト、宿の直販
予約システム等において、準備が整った事業者から、割引
価格での旅行の販売を実施。

※参加事業者登録の前に、割引価格での旅行の販売を行う
ことは不可。旅行の予約時点で登録ができていない場合
でも還付の申請はできる。ただし、要件を満たさない等
の理由により事業者の登録が認められない場合は割引や
還付の対象とはならない。

新型コロナウイルス需要喚起事業

インフォメーション

Go To トラベル事業
（国土交通省観光庁）

旅行代金等を補助

Go To EAT
キャンペーン
（農林水産省）

飲食代金等を補助

Go To イベント事業
（経済産業省）

イベント代金等を補助

Go To 商店街事業
（中小企業庁）

商店街の活性化を支援

令和2年7月22日より開始


